
みなさん、こんにちは。昨年の１０月より水曜日に限り再開した小児科
外来ですが、この４月からは木曜日も診療を行っております。あと数ヶ月
もしますと、インフルエンザの予防接種シーズンとなります。中学校卒業
年度の方までは小児科で対応いたしますし、保護者の方への接種も同時に
可能です。接種を予定されている場合には、是非当科外来へ御予約下さい。
表現が難しいのですが、「ちょうど水曜・木曜にあわせて風邪をひく、

あるいは風邪がこじれてきたようだ」というようなお子さんはなかなかい
ないため、現状小児科外来は受診手続き後、スムーズに診療ご案内可能で
す。ですから予防接種のみならず、乳児健診、学校検診の精密検査、ある
いはちょっと小児科医に聞いてみたいこと、など何でも結構です。遠慮な
くお声がけください。
申し遅れましたが、私は主に水曜日を担当しております、松木琢磨と申します。専門分野は腎臓疾患に

なります（日本小児科学会専門医、日本腎臓学会専門医）。おねしょ対策やトイレトレーニングなど生活
に密着した課題も対応しますので、お悩み相談からでも結構です。木曜日は、岩澤医師（循環器）、和田
医師（代謝）、内田医師（消化器）、高橋医師（循環器）で交替制になっています｛（）内は専門分野｝。
私含め、みな東北大学小児科の大学院生です。医師でもあり学生でもある不思議な立場です。詳細を知り
たい方は外来へどうぞ（紙面で語るにはなかなかどうして微妙な部分もあるため今回は控えます）！ちな
みに、全員小児科学会専門医は取得しておりますのでご安心ください。
水曜・木曜のみという大きな制限がありますが、地域の小児医療のため微力を尽くして参ります。どう

ぞよろしくお願い申し上げます。

当院リハビリテーション科は、「病気やけが等により、身体的・社会的に不利になった方々に対し、そ
の方らしい生活を取り戻し、その御家族の介護生活を考慮した上で総合的に支援し、個々に合ったQOLの
向上を目指す」という基本理念のもと、現在、ＰＴ１２名、ＯＴ５名、ＳＴ２名、物療３名の計２２名の
スタッフで構成しております。また、地域に貢献できる病院の専門職として医療の質を高めていけるよう、
定期的なカンファレンスや症例検討会の実施、新入職者に対する教育システム、院内外の研修・勉強会等
の参加を行っております。
当科では、入院・外来にて、脳血管疾患等リハビリテーシ

ョン料Ⅰ、運動器リハビリテーション料Ⅰ、呼吸器リハビリ
テーション料Ⅰ、がん患者リハビリテーション料、摂食機能
療法を算定しております。必要に応じて、自宅や施設へ退院
される方々への自宅・施設訪問を行い、必要な介護用品の選
定や介護サービス・家屋改修の提案と環境に適したADL練習
を行っております。また、訪問リハビリテーションも行って
おり、在宅の患者様に対し、その方の生活に沿ったリハビリ
練習を実施しております。
平成２９年８月からは、院内リハビリテーション室内にて９０分間の短時間通所リハビリテーションを

開設いたします。病気・けがや年齢と共に運動機会が減っていく中で現状の身体能力を維持及び向上して
いけるよう、専属のリハビリスタッフ（ＰＴ・ＯＴ）が利用者様に適した自主トレーニング内容を提案し
実施していただきます。ご興味のある方は、当科スタッフまで問い合わせください。

医療と福祉の総合的なサービスの提供を行うことにより、地域医療に貢献いたします。

医療と福祉を融合することにより、地域の皆様の信頼を得、安心を提供していける地域に密着した

病院運営を行います。
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褥瘡対策室のご紹介

編 集 後 記

JOIN US ジョイナス 4号をご覧いただきありがと
うございます。すっきりしない毎日ですが、皆様いか
がお過ごしでしょうか。
実は当院でも小児外来を週２回行っていました。ご存
知でしたか？ 診察、予防接種、乳児健診でご利用く
ださいね。

地域医療連携室

褥瘡対策室は、2016年10月から看護部の中に看護師1名、管理栄養士1名の新たな組織として発足しま
した。
入院時に褥瘡のある患者さんや入院中に褥瘡ができた患者さんのケアだけでなく、発生リスクのある患

者さんに対して予防的ケアをいろいろな職種から提供できることを目的に活動を行っています。

褥瘡とは？
褥瘡とは、寝たきりなどによって、体重で圧迫されている場所の血液の流れが悪くなることにより、皮

膚の一部が赤い色味をおびたり、ただれたり、傷ができてしまうことです。一般的には「床ずれ」ともい
われています。

褥瘡はなぜできるのでしょうか？
私達は普通、無意識のうちに眠っている間は寝返りを打ったり、長時間椅子に座っているときは、お尻

を浮かせるなどして、同じ部位に長い時間圧迫が加わらないようにしています。しかし、自分でこのよう
な動作ができない方は、自分の体重で長時間圧迫され皮膚の細胞に十分な酸素や栄養が行き渡らなくなり、
これにより「褥瘡」ができます。

当院では川上医局長を中心に病棟看護師、管理栄養士、理学療法士、薬剤師、介護福祉士で構成された
褥瘡対策チームも設置されており、定期的に回診を実施して褥瘡の処置や環境調整、ケア方法について指
導や助言をスタッフに行っています。
褥瘡の発生は圧迫だけではなく、オムツの使用、栄養状態の低下、やせているなど様々な原因が考え

られます。私たちは、看護師、管理栄養士としてそれぞれの専門的立場で食事から排泄までのサイクルへ
介入し褥瘡予防・ケアに努めています。
褥瘡や栄養などでお悩みなどありましたら、いつでも褥瘡対策室へご相談ください。

褥瘡対策室スタッフによる研修


